
衣浦港は、三河湾の西奥部に位置し、石炭、米穀類、チップなどのバルク貨物を主に扱うと同時
に臨海部や背後地域から出荷される工業製品の積出しを行う等、知多・西三河地域における物
流・生産活動を支える工業港として、重要な役割を果たしている。

近年では、同港周辺において航空宇宙産業の関連企業による整備投資が進み、名古屋港ととも
に、国際戦略総合特別区域「アジアNo.1航空宇宙産業クラスター形成特区」に指定されている。

２．衣浦港の取扱貨物データ

取扱貨物の品目内訳（2024年）

外貿 内貿

出典：国土交通省港湾局調べ

３．衣浦港の主な定期航路（2025年5月1日現在）

１．衣浦港の概要

主な荷主（外貿）
主な荷主（内貿）

なし

石炭 （株）JERA

木材チップ 大王製紙（株）

とうもろこし
日本コーンスターチ（株）

伊藤忠製糖（株）

鋼材 JFEスチール（株）

石炭 （株）JERA

重要港湾 衣浦港 〈開港〉 名古屋税関豊橋税関支署衣浦出張所 

［愛知県半田市、碧南市、刈谷市、西尾市、高浜市、知多郡東浦町、美浜町、武豊町］

きぬうらこう
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※内航フェリーによる貨物を除く
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億円万フレートトン 総取扱貨物量の推移

■2023年 取扱貨物量 全国35位 (24年速報で36位)

左軸：■輸出 ■輸入 ■移出 ■移入 ■内航フェリー
右軸：―貿易額

※移出、移入：内航フェリーによる貨物を除く ※内航フェリー：内航フェリーにより移出・移入される貨物

出典：貿易額は財務省「貿易統計」、貨物量は国土交通省港湾局調べ（速報値）
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TEU コンテナ取扱貨物量の推移

■2023年 コンテナ取扱貨物量 全国117位 （24年速報で118位）

※ 国際フィーダー：内貿のうち、国際コンテナ戦略港湾で積替えられて輸出入されるコンテナ貨物量
注）国際フィーダーは港湾管理者に可能な限り調査・提供頂いたものであり、全量を把握できないため、参考値で

あることに注意

■外貿  ■ 内貿(うち、国際フィーダー)
■ 内貿(うち、国際フィーダー除く)

出典：国土交通省港湾局調べ（速報値）
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